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脊柱鏑塩畠旺劫耳教義官・．仙蓋埠  本校ほ前身田農芸高校埴母体とし．普通科－．  

園芸科．造園土木科幻肝設掠時代を経て．平成  

川年度に山口県内初囁総合学科産立ち上げ．本  

年度未で1別封年となる。現在で牲．伝統を生か  

しながら鼻柱なニーズに応免巷ぺく．七つの系  

列を設置し．県酎絶食学科閻中では．特に専門  

帯育に重点を巻いたカリキュラムを編成してい  

る。   

生徒数且1学年4クラス，定点1剛毛で．  

男女の構成比率は1：3塵＿女子生徒の比率が高  

くなっている。   

進路は，4年御大学三が1軋 短大が王割，専  

門学校が3害す．就職が5割となっており．進学  

と就職が各半数¢割合であ巷b また．就職者昭  

ほとんどが県内就職となってい愚。  

牢私感轟恋蓋髄≧由縁議轡諌盛衰誌馳  
激怒吊轟腰背．姦粒種偲旋律操由 一醸陳私塾恵  
軌・T轟轟」農業直島抱憩雀躍．‾読瀞≡ ；腹掛電離詳   

孝義龍愚痴桂膝菱村骨官需鰐も㌔  
：■■t  隼軒触魔軌腰部 こ・傾沼野藤  

野幣姦垂燕群峰嘩野馳琴品玉打▲軋 ＿∧I商  
一鮎盤垂礪革ん好転．憬牢加  給顔敷島藤  

軒幣姦垂燕群峰嘩野馳琴品玉打▲軋 ＿∧I南扇  
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…孝義軸 軌藩L号叩粟野甲甥笥甲   
虻埼亜っ笹単軌サ㌢払  

底 嘩御 嘩嘩鮭茫藍址部柾軸呵轍ゝま   
左足も箋躯軒∃ 愚チ亡提議農産韮彗轟・「軋硬膏嘩葱瑠  

伊モ孝志蕃転1＝  

懲 闇断熱鞄郡塵斎崗髄磨  
搾椰九鞋愚民轟費潮聯樹卓恕蟹屯・考腫艶t   
モー職鮎幣蔀頚患藍羞熟考常漉し泡昌塵協番噂塞源≠   
謝サ 裁抒牌吾丘葡箪轟刺砿 髭敲滑範辞業帖掌＿鞋芦   

将軍書抽軍隼鮭蕃蟻  
‡lこ輌剋嘲醐叶率二盈咄萄彗先生軒   

鼻サせ一撃軸軒ばi和平キ常幸叫－  
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キャリア敦育の効果的な指導内啓  

指導方法の充実・改善  
L  

∵ 」   カウンセラーや．キャリア・コンサルタント  

などの資格直有する帯肺を摘草，ワークショッ  

プ形式で実施した。   

第2回目は．1年間田成果を報告し．意見  

交換巷元に，年度由蓋とめと旗年度田取組．の  

共有在日的とし一 連校で実施しているキャリ  

ア教育研究協議会と兼ねる形で．研究協議委  

員ヱ軋 キャリア・カウンセラー1名を加え  

た拡大協議会として宴席した中   

平成別年度は．「総合学科のキャリア教育  

を進路岳上でめ諸課題の解決に向けて坐＝科目  

選択・将来歳計・課顛研＝究指導の在り方t－」  

をテ⊥守転 元籠合学科高校撞長でぁり，現  

在は兼学鞋授として晴躍昔劉てし1る万象講師  

として迎兄．諮蕪台番崇偏した。   

串威丑1年虎杖．丑薩聾拉でのキャリア丑青  

ぺ跡取掛帝具備蘭社業濃方法汲訊 産業社会  

の求め苺能力・人材密封り，本棟辟某践して  

損岳キャリ茶殻育硬膏成す巷諸能力と必達い  

や老骨性置見甘け出し．守喪由由華南容・指  
導方港の充実・改曹に帯びつけ魯ことをテー   

本校キャリア教育申虎屋と課題の検証費目  

的として．平成柑年度と即年度に，卒業生壷  

対象とし．右上田項目で，郵蓮によるアンケー  

トを行った。   

アンケート対象魚約1割に当たる3了名から  

回答があり，その内啓を分析した。  

の洗い出しと教旦のキャリア■舟卓与セセン  

タ捷賠向上重た軌18月と去月氾2回．鼓東  

研嘩砦華実確した。   

弟1回目申研優＝蛮性，「本校キャ■†コア丑菅  

の課題・疎善  

点，草し甘乙酷  

からの集荷アイ  

デア」笹テーマ  

とし，専門学校  

からキャリア・  
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■  

■  ト「■‾＿＿ ＿  

H19赦見所庫轟  

一男呂→  



守旺．Jl草ス曳【カー諾蒋課長，キャリア‾教  

育畢進惑指華謹聴当ず鼻水学教授．専門学校  

かちキャリア尭墓抵閲す奇麗数個腰龍埴有官  

署誰師を瀬普．蘭暴政部門ネルディ講カッシ  

ョン瀬・式で研嵯書巻葺髄した。   

敵」，「情報収集力」，「自主的に学習す愚力」  

という回答が多かコた。それに封・して，不足  

Lていると考えら：托る力は「窟監決定能力」  

であることが分かり．これから由揖導内容を  

検討するよい辛がかりとなった。   

地学科昭出身者と曙違いについては，「自  

分で科目が選択で蕃，他校では味わ見ない  

体験がで看た」l「芳夫進．草したた軌 科目  

昭選択がスムーズにで音た」．「自分の好音  

な科一目を選択していたので，嫌々重ける痩  

菓が少なく．楽しく授業が受けちれた」．「卑  

思うと，色嘩な捧敦ができる韓合学科はす  

ばちしい」など，科目選択革偏屈な科目が  

学ぺることについて前向き在意見が鼻・く．  

振替学科昭夫きな特徴となってい苺こ皇が  

改暦て確認できた。  

平蔵1丑年庭」軸年度薗透か年陪由たり．轟  

撞砲車畢リア教育府指導内容・撫養方法陪コ  

拍貰1寺ヤワァ教育旺理解侶ある企業圃倖著．  

上細筆撹牒儒者と意見東涯し．改善策車検覇  

す巻た軌商工会議所すンターンかッブコエ  

ディ草Tター．車革帯渾中富名を儲養蚕鼻と  

して栖垂L串抜歯備各部軍備盛者と申歯譲垂  

産，各年鹿と憩監査凰声3時間担畢で賽施  

した．  

幅広‾匝社会常識を身に付けるとともに．   

国帝力費高め巷ことにより，卒業研究が一層   

深ま愚よう．総合的な学習の時間田見直しを   

行った。   

」二百南面恋占有画才  

進辟楷革を担当していた「進路辟斡乳と，   

抵合学科の主要科目で轟魯「産業社会と人間」   

と「髄台的な学習の時間 モ未森錬成．卒業研   

究）」時運営及びキャリア蟄育を担当してい   

た「産業社会と人間部」恕統‾合して「進路指   

導部」とした。  

憂苦社会と入局・課碩研究平青票和農と考ぇら丸風力   

碇計上の有意性は明らかではないが．回答  

がぁった3了客分宙草葉生の意見邑分萌した。   

そ申結果，抑名中細軋猟「産業社会と人  

間」が職業選択やÅ生設計に役立ったと回答  

して磨り．この科目が生徒の進藤選択に大壷  

な影響を与え，キャリア敦育にぉける重要な  

役割置占笥ていることが分かった。また．車  

瞳のキャリア教育で育まれたと考えられる力  

旺「自己分析力」，「進路達択力」，「社会億  

平成1畔鹿町第1回の研修で1見 本掟鞄キャ  

リア葡：育由問題点と【ノて，「科目選択」や「将  

束設計」が課題として取り上げら軌 教具同  

士の役割分担帝チームワーク田重要性蓉示唾‾  
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育成た取り組むぺきか．そ町方向性を探る  

キーワードが赤手才lた。立た盲 大学数捜及び  

専門学校講師からは，君れぞれ曲学棟に磨け  

るキャリア教育へ曙取阻酢敵対苺勘．本校に  

逝けるキャリア丑膏㊥取組と仕儀す量こと  

‾再．今鎮め取艶の参考となった。   

ま才 左門草加‾か「－1、範纏鞄武キャリア  

する結果と在った。   

外部印書旨尊助言者を査克た第2回の研磨で  

は，「生徒助成長していく過程：野見ぇ荘い」．  

「1年次ヒ作成するライフプランはあまりに  

も現稟的で廃車」，「生徒間モチベーション  

を高めるた隠切よい方酎まないか」．「会社  

勤めの経験がなしl親鳥が．民間企業切願し菖  

を散見ようとして屯想像の墟を出ないぅ ど昭  

ように指導し耳いけばよいか」など，生徒に  

対す牒キャリア指導顧問額点に重点をおいた  

議論がなき才t．外部持碁助言者かち，いくっ  

か助示嘩をいただぃた．   

平成20年席碇蛭腰骨学科先進校の実践鞋開  

音，孟■見糞襖をする中で．科目選択指導や専  

業研究指導のヒントを得ることがで草．本領  

教員のキャリア軟膏に取甘組む意欲春暁起書  

せ∨る内容で未愛育孝義で患った。（資料「平  

成軸年度教員研摩彙蘇萬要旨」を参照〕   

平鹿21年塵配 合講師からそ覿ぞ軋由克壊  

で府講儲垣いただけたiハウスぜ一泊一線滴  

課長か引も 新社会人に求めること車，学楳  

への要望などが述咤ちれ．どのような人材申  

千賃 許苧ヤ習 一問 －∧   
」 
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－－ ユ御沌料硝離鞋萱草勤輔車‖セ痺嘩頼朝醜てい  

な拍i  

・埠頭韓鞄が．囁葦社告缶人喝」亡「本革席熱田痛撃  
b跡役目蓋L博野b竜講師．  

・親告学科では生徒鉛進路加重方面拒羞放ら誓お軋敷革も  

鹿纂仁ヨ持て幅広転！題意春着是付■排鼓膜密輸乱読  

・前席舶杏林琵蕎択を葺±軒敬捉しざ轟悍魁  
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難執恕画極細鳴  

建と的Ⅷ－、班毎絢垂拙  

車重轟彗海草ヰ耶嘩函南轟望轟耕＿塵車  
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教育への取組と．改植農個々侶キャリアマイ  

ンド香南める取組丑どが蒲甚れ 今後打取範．  

体制の確立に大変重責と薩轟内容1暦あった．   

質疑応答で臥 Å社武親の面捷時の人物像  

畳判断する観点や．硬度掛かち生徒由世界観  

にÅりこんで．括尊を庚牌していく臭味など  

今佐助取甜爪愚考とな毎内容であっも■■■   

ウンセリンダの  

見直し，企業．  

上教学稜から  

師置布いた載  

研修会を葉蘭し  

た．それぞれの  ＋  

研究協議会  詳細旺穣述する。  

の中  

に一 能合的な学浮再時間中見直しが盛り込ま  

軌てお牒．研■究協議会や劇点前倦会㊥握青を  

愛吼 従来針単位であった豊年凍府卒業研究  

壷鼻単位とし．噂却♭た1単位府中で．幅広  

い社会強制虐身に付拝愚ととも虹画廊力倭高  

めることにより．研究部十眉潔億局ようにし  甘
 l
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た。このことによ  

り．2年次の未来  

探求と合わせて．  

粗食的な学習の時  

間は計4単位と  

なった。  

高等・学校にとって進路保倖ほ重要な黄痛で   

ぁり．モのた吟に高専学校結轟けるキャリア   

教育の果たす役割lま非常に大書い。骨こで．   

「キャリア教育」と「進路持寄」菅，一元的   

に管取運督していく分掌と♭苛．従前の「．韓   

蕗総連部」と■「産業社塵避止鰯頗紅塵葡癌化一   

新たな「進路指導部」蓉新設した．  

この再編成により．脊蓋苛車齢かかわ町   

前ありながら軌 別々砲放線として運営去れ   

ていた「キャリア載育」とf準弾指串」吼   

より帯席な連携壷とりながら，実行できる体   

制が整った．   

■間脳脚部細唾郵l   ‾ L   

卒業生アンケート蛙回収車討低く，稟施旺当  

たっで臥 その方柱巷十分監検討しなければ杜  

らない。そして．学硬由取乱の境証や．問題点  

申抽出費目的として．→定糖間ごとに．他の卦  

平成19年喪壇弟1画陰議会で時，生徒のキャ  

リア形成のため旺脅威が望まれる力は．「基  

礎学力」r社会的麿守ナー」「考える力」で  

轟着ことが読聴書軋鞋ヰ   

第遁固協議会で睦．外部のカを活用して．  

生徒亜キャリア形揺華畢助けすることの有到  

性起再確認す愚直主事に．教員間甲役割分担  

やチーム甲一身慣垂蛮性が拝輔舌れた。   

平洗別幣圃欄準では．意見交換す愚  
申で．キャリア・カ曽ンセリンダやインター  

ンシップの進歯方．塵某昇との交流の必軍性  

について指導を重けた。   

こrLらの提言を濃け．龍合駒塩草習の時間  

の■見直し．校内組應個再編成．キャリア・カ  
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草乱取り込んだ総合鞄聴アンケートの尭施が必  

要で轟る。   

教員新値l屯 現亜轟・綾部抱見てい届周魔点車  

載畳が抱ぇ耳捕る惜淵個ぁぶり出し．キャリア  

載育巳蘭す盈皐チ呵－㌢ヨンの向上，知讃率撞  

備切替偏碇儀廟し甘ぬ甘∴定期的尼窯崩して属  

しいという意見が多く．卑硬も実施してい蕃た  

い。しかし．尭施に当たって吼 予算の確保た  

ど．粂件整備が課題守ぁる亘   

研究＿協議会は．串横寺ヤリア牡育鞄問題点儲  

洗い出しと提言などにより．操々な見直しにつ  

ながり平成帥年度で儲7した．学校内の倍報だ  

抒に頼りがちな社員にとって．外部か局昭楷括  

や換言は貴重であり．今後はPTAや学櫨国旗  

者評価重点など．既存の乱椒を括用していくこ  

と‾苧．充実．発展毒せてい舌たtl。   

程合閏商学晋価時間の見直しでは．をの莞葡  

方法婚内容について．改善田余地が舞って由り．  

生徒和実億に対応し鞋去り効果酪なも鉛とな各  

よ軋 今蔑も灘綻L「雷研究を進鹿てい重たい．   

新し仲整錯指導部藩札 キヤIJア故育と進路  

指闇録蹄一元的に濃蘭で苛る体制が輩コた軌 俵  

借としてキャリア録音と進路指導配分倒し危持  

寄となコて虫り．そ田成果が十鮮紅発揮擢春雷  

いない．．今後はよ日常密に連携した運菅．指導  

那で苦るよう．束帯餌な面での工尭改善に用沌  

組んでい音たい。  

蛮で‾重雄した．  

（1）一平鹿1日年度  

年2回く相月と1望月‡キャリア・カサンセ   

リ㌢軒週間として．1．2年塊生垂中心監   

将来設計についてカウンセリシ財田機会を   

設けた。  

（牒）平鹿訓年産  

週1固 く水曜   

日1の午後，カ   

ウンセラーを進   

路学習室に配琶   

し，進．蕗に関す   

る面談を行った。  

」＋1  

キャリアカ・ウシセリング  

3年次生は1学期を中心   

に進揮について悩みを抱えている者．2年   

次生は2学期以降．進韓日席にア勘J†イス   

田必要な者を中心・に面談を行った。  

摘）平成旦1年塵  

1学掛値前年度と同権に．遇1回（凍曜   

日卜周午捷にカウシ世ラーを進藤学習皇に   

配置し．腸路に聞耳春画談を宇〒った．  

ただし．前年度鹿で㊥魂廊として．利用   

率田低蕃が指摘されていたので．3年次生   

で就職を希望する生徒全員巷対象に，1日   

2名吟カウンセラーヒよって．カウンセリ   

ングを実施した申  

2学期臥1日1名のカウンセラー蓉配   

置し．帝二等昔を対象にカウンセリングを尭   

施もた．また．生徒のキャリアに属す竜意   

蔑む高嶺及びカウンセラーの有効常用を目  

■  

■  

サリアtカウンセラーの活用の在リ   

的として，カウ  

ンセラー旺よる  

講輯余香，一斉  

指導滞式で捏菓．  

奉せ倒尭情凌よく勅勘 ヰヤ甘ア教育田専  

門的知滴を有する人材として，講鏡台の講師  

等で関係の偉い，ビジネス薪専門学校昭カウ  

ンセラーに依頼した。   内に3回蛮族・し  

た。  
カウンセラーによる一斉  

キャリア・カウンセリング由活用昧祝につ   

いて旺一 旗のと虫切である。  

平成19年庫は「産業社尭と人間部臼旺取運  

し．面簡は普通♯農で東灘した．平成別年度  

鼠樹ま．分・革印見直しを畳吼進藤脚キャ  

リアガイダンス蹄に配僅し．面丑性進路学習  
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とち東方重して串軋 専門的知敢や技能費もつ  

カウンセラーによるカウシセリ諌ダ旧有効性を  

改華lて確認した∩  

弼抱嬬瑚協  

即用品廿再出滝轟痴蹄麺恕出虹克  
井草；ンセリ諌邸憩：k笈歯♭敵親患患転逓乙占部憩塞整  

進路指導部t担任は，生徒申成席等申状況   

を掩蓋えた上で．進路持碁に当たっているが，   

キャリア・カウシセラ「抹，生徒㊥希望や思   

川こ添いながら，やる気を喚起す患役割を潜っ   

ている。租轟によって知り得た情報で．担任   

に知島せてお宅ぺき軌町がある場曹は．担任   

と連携をとり指導するようにしている。  

ただし，教員の個人的なカウンセラー町活   

用は．進措指導部担当者敵 情報交換等を行   

う程度にとどまった。   

＋   
平成柑年度は．科目選択や進韓奇襲が未確定  

の生徒を中心旺．担任が推薦する形で実施した．  

面談委棄ける蓋では洪為だコた生徒も．実施偉  

はカウンセリング倒葡果を前向きにとらえて感  

想を書いた生硬が旺とんどだった。   

平成訓年度は．前年産に3年艶生ぬ利用がな  

かったことを垂軌1学期鞋進鞍決定旺摘みを  

もつ丑年来生を中心に．2学期以降1、2年次  

生を中心に，担任が推薦す奇形で葉施した．進  

路決定を直前に控えた生徒に射す萄カウンセTJ  

ンダが中心で濁牒，自分儒者え壷整理し．進路  

決定に前向きに確り観．んでも1くため沿手助けと  

なった。   

平成21年塵では．苦れ藍で葡摘さ机ていた利  

用率の低さ防衛消華日間に，カウンセリングの  

宴埴に先立ち一 体育歯に生徒を葉蘭た一斉揖尊  

形式で，カウンセラーによるキャリア・カウン  

セリングに関するガイダンスを実施した。また，  

前年夏で牲親任の推薦はぁったも拍の，原則は  

希望者智東轟にカウンセリングを尭施していた  

が，車年度は進路決定巷間近に控えた3年放生  

で．武備を希望する生徒金員を対象にカウンセ  

リングを菓施した．生徒がネガティプ塩反応を  

示すことが心配であったが．患羞むね前向章な  

饉素話人嘩蓋墓相轄互茸超肋転  
■－．＿   l ＿＿  J ＿＿ ′＿ 一． ＿l   ＿．．．F・・・ ．二  

山九軍隊蔚管  

糎群が症摩っ恵基  
・串舟範牛革桔トた奥与こと掟≠紺野才毘．よ笥＃籍軒首巻や  

t革「っ席もぅ輌潤畿皇帝轟L苛帯着港燕遺草丘粛啓粒  

・身分照息習耳里裔已轟皐艶彗毒見應罷軒下塵習軽褒密監＿  

垣コた．  

・アサ堅湖｝軸華専疎む梅毒如艶鞋－∴  
・一撃河畔鱒課す志士蜜滴鞄レ1壷鹿コて中藤軌今野◎商銀  

で少L自分畠中モ枯境の莞佗群島うた。   

2学期には．全学年沿希望者鞋対象にカウン  

セリングを菓施した。結果は，3年次生旺1学  

園に約半数由生徒ポカウンセリンダを受けてtl  

悉た軋 カウンセリングに対す諷意識が高まっ  

てぉり，面接練習の依頼など，自発的にカウン  

セラーを活用することがで普た。一方で．1．  

呈年晩生の利用は進ま聴かった甘 そこで．カサ  

ンセリングに代わ苺カウンセラ←の括用とし  

て，1．2年次生に射し「進路の悩みを考える」  

壷テーマに，事前にアンケートで提出した雲間  

に対して，カウンセラーが答えると駐1う形で．  

カウンセラーによ愚丑回目の講義を実施した。  

これち鉛講義では．「キャリア」という言葉蓉  

提議させ．意識琶せる効果旺あった。カサンセ  

リニgダ以外のカウンセラーの活用方建として今  

棲も検討していきたい。  

胤
「
■
劇
 
 
 3年間様々なスタイルで，カウンセリングの  

尭践を試みて章たが．いずれの計一完でもカウ  

ンセリング琵の壁徒由感想は．前向蕃なも再が  
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等背徳鷹番勝春草ヤ日野葡育嘩取組抹垂菓増轟  

恕藍藩轟雷蛸壷吏鹿瀬劫廟笥鹿鋒療喪主 専守匂 

ア・分母訝菅U．訝密恕避轟せせす麹菌破戒晴海  

ス常沖宇野鞘闇蔓草苛尊重改暦筐耳帯胤 卑榛  

恕畠ぬよ吾恵撤東新聴感青竹労音・卦密古セリ  

下野野乗蹄薗輝簡単簡聾拒背射撃値些輝璃輝咋  

た∝   

間育  

■  
■  

開 高等学校においてキャリア教育への  

草間1阿智増昭鞄鱒－ ・寄掛u薪綻盟鼻庶幾む戯蟹殻配。  
■傍観麿背卦群惑轟瑠髄濫諌確僧管埴韻語龍臆憎㌔ 謂閣  

戦排罷重野鞋蒔  

轟背骨剋．問弼嘩軒藩渾肝腎薩範噛笹誓い耳  
嘩頭唾鞄聯営鮎  

‘島轡常噛湘観鶴翻  

・酔韓留竜軸U≠唾癖群舞辞習趣，  

静電，キャリア・劫額訣懲骨一旺よ葡ぬ窃お竜  

1Jシ好軌寄鞄琴据撃方活路→二軒晋萄勘高地  

専門鞠敦盛藍速乾春海コ鹿外部九蘭監護量海草  

ンセリお軒軌未褒有劫恕轟音墟泡雪張番こ藍  

う酢瀞掛った。   

♭かも毎頚鴻鵠恕転轟誌転七料拍錘も：敵襲き喧  

守一田丸牡と盛酔訝也牲葺部費蛮畔盈重症裁と  

即腎ラ訣風車，鞄薗攫菓と辟帯常温巴礫封億  

劫醐確転若掴虹頑備辟砧蛙撫碩軸転誠  

よ引三I値別感懐お盤】Jニ≠摩虐む掴形或鮭蛙麿  

な・く．集団車華薫風∴学年畢曜鱒帯革鞄署艶，  

カ草ンセ諺一癖粛覿利用隠忍法藤一ヨ健♭耳、  

検討Lて棋私怨詩碑乱諷   

意患，香華槙準檻博旧都韓葉蘭車駐噂こと苛  

韓∫励葺嘉せ啓一に顛有毒報債費ゃ盈≡匪費亀鑑  

車葬鞄勉面旺恕舶・可部御詠弼覿鮎   

将来帝旺l監外部静櫛陛頼亀鑑叫 鞋具転生  

毎年ヤリF・歯車おセ日計訝嘩菓撮も鹿磨把且  

翫甘粕轄代書一許轟凱 専門学酢礁申雛＿里親背  

い恵よ彗凰親衛轍改葬軒リア葡苛プロ好奇適  

侶蘭舞や車中甘詰普廟≠屈一藤落成聴避謹腐心  

てi赦免伊摩周感中計盤U；≠ぎ簡葡萄技能密高  

齢頂い式こ皐鞋草葉守勢囁事   

長嶺癌廉番包皇妃1轟鰭近藤師菅駄尊麓亀  

細線転筒井解式材隠避宙華守り軍・滴撃訪せ  

リー懲許噂薫旛激評宥醐嘩新党も観烏屈指鞄  

キ草庵寮・藤枝お重唱お磨魅惑薄塙蘭蘭療痴満  

船向上軋構極萄馴芭範鳳閻静臣粗密毎藩暫鞘愚説  

取掛ま重要で轟・ると思う  

封  郭駐車せ牒  
逗皇‾  

D1  2【I鶉  堪精  白日生  8亡l％  †tX偶  

■■卦常にモう思う■モう岩う■あ蕃り匿わない厘五重く思わないL   

聞 手セリ7教育に園す思研修会を定期  

劫＃  軸張  軸  屈臓   Ⅷ粗  

■i感触捉東齢島嘩■■、踊壬施旺囁施す豆腐善  

■■轟轟却逝軌1 一重惑踪塞癒漬   

奉硬で吼葡鳶学科腰丑電上梓誹軋科目「達  

筆社費塑未配蔑視．板野好学F準菓狸章毎入  

観親J乾坤心とし酷薄守口貰載藤轟蛮族藩巷と  

」監も島 奇囁葡菅ずロ穿芦品辟謝罪旺確短観ん  

苛肯定垂簾群島凱 苺軌講で昭硬親掛囁鉦及び  

尭療曲縮塵痘惑溺漣七璃．尊慮痕跡簸た破風屈  

ん酪ぜ閉場寺ヤlヨ軍軒育嘲把帝勘観ん  

だ嘩葡萄．牲．潮時奄庶軒彗中宮プロ叶草苛轟ち  

た産着盈轟。   

正抑研究電通L管．轟綾偏平酎拍儀膏旺園  

ず苺構嘩塩問題点が繹掛野宜辟鳥垂直削岩．草  

由触臨南紆奇癖壷癖覿噸療確亀五度鮮で替喪中   

蕃重臣．新患恕試番と』苛．外部丸好転よる  

キャリ才一舟ウシ竜田説辞琶諏り和琴与 草セリ  

厨艶宮前推進直射骨壷東森車利用輌括酢非常仁  

恵憩担芯む轟蔭敵背辞恵 

寮監韓横様，専門常常軽率帯革啓伍革七っ  

アンケー   

華壌鞋潜函首†昌博葡萄潤祷嘩屈揮噂牒一轟鮮  

碧酷思∴親鳥斎き計〕．ト轟集束b酷伊   

邑邸研圃囁覿由酎勘垂掘儲鹿恕掛軸高躇  

常育把尉官各藩帯群河上b喪と感冒で鞋凱 商  
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の系列をもち．学校生括や学習括動そのものが，  

職業観の育成や．新し甘価値観の発見旺つなが  

り．生徒酔生普竃力を頚博しようとす愚意既に  

もつなげら判る教育課程番有してい竜。この教  

育課程は，他棟には決して真似のできない本棟  

の特色でもあり．キャリア農育の推進の基盤と  

なっている。   

今後，普通剤・を含むすべての高填でキャリア  

敦育が展開書れていくが．キャリア教育への取  

組棄帝や，特色あ各教育課程甚もつ本校は．キャ  

リア教育招フラッダシップ撞を自覚し，更なる  

給導体制偏克嘆と教員個々のスキルアップ．立  

たより効果牌在キャリア■カウンセリングの実  

施に積極的に取月組んでいきたい。  

－．露頭凧で  慕1蒋魂輝個  

感癖癖転垂∃痴癌脚軒輌誌i那触鮎  ラ≠弓℡  

謹 監品霹琴毒碍許雷撃晋詔  
晋欝   
轟   

．  

鈍感醜   

廟喪鞘嘩，軒哲軋轟纏儲稗韓紳輔   
離摘増強鹿部魁  

国印懐海部顧鵡  

ご三苦手…芸誉≡若き≡≡言立言主≡≡≡≡ニーーも芸警  
旨戌帯群廠申風脚恕担量感乳  
絹相親値．楓臓・糊  

粥崩昏√－  曹恕  

轍鞠轟搾酵辞 嘩畔戸車担養鰻短   

嘩覿掛両頑由轟  

藤野毒轟諾芸 ≡萄尚轟垂計 画由韓  

也・目方イ  
画桓．竜串垂ぬ加  

F．3kh   
匪軸酵醸丁葡鍵帯  1月鹿研  

醜鼓軽重紐弼旺 

表東国景  

法華措管硯櫛陸地臣一薄匝尭転職の  

廃藩愚よ丑‡≡著せ鹿＿．蓮惑．1≡果菜す愚僧顔  

見藻㌢榔牒艶安藤・ぎ缶屯風塵揖骨目儲■管下  

酎嘩掴肝  
観．．ニ  

ヤノリア葡育辞軍事ルと恕り，＿鼻息  

頑海舞洪奉賛碧轟聖晶君加増意  
翻坤鞄鮭萄皐捷表書い，L嘩しまだ酔穿車線  
掛1申卑帯熱巻島撃砕野草痺耳畢囁韓，卑や徳見  
軸錘恕酪■レ生華満と壌卑を生体暗に襲赦す私蔵  

鞘鞄 
湘韓時勢萄軋採用奏者忙当たっ官垂帯革昂昂  

主立王軒こをヨ計酪乱‾㊥チャレ誌課程観薗協  

満檻菅苺凱こ貌引こ射らて藍缶単科蛙♯紆戴応もて厨右左  
騨乱暴七、   

等慌 腱捷飽哲魅功蹄な特色の為る染筆撃舞曲時柁＃薬品  

若恩器推轟－ま鑑識舐違法という青葉痴愚適よ蟄虹．高指  
標＝専1環円等嶺耳遠礫捷＝い＿う言葉顆連「うでもい目鼻で紅蓮  

l享鞍点考克る．同案剰鼎＃円尊握と五年達磨萄青，つま昏親  
馨草轟中量．昔年軍蘇門分野昭基礎鵠円紫野噂貴簡遭し．寺  
西華捷甲学年間電痛痍破算艶帥育成置砥ぎ育と担うも軌  
海肯鞘旺泄阻こ愛車前局高頓i地膚堰周向け生涯学習聴  

爛として地域に膏航しでl鴫市憶草地ぎす璃蕃と卑見る．  

罰卵酔頑粒熱   

賛舞野卑申嗜博強襲車動う在た覿一粒興味で揺なく  

－3右－  



平成21年度山口県立宇部西高等学校キャリア教育全体計画  

短命学科の基本理念  

○普通教育放び専門教育の選択履鰭   
を旨として総合的に施す学科  

・厨々の生徒の脚性にきめ細かく  

対応する！  

・多様な生徒のニーズに応じた多  

様な選択ができるG  

・生徒の人間性や主体性を重んじ  

るけ  

○個性と創造惰が重視される時代の   

要請に応える人材の育成  

・白ちの個性を生かしなから．豊  

かな創造性や問題解決能力を身  

に付けてし－く人材を育成する8   

・自ら主体的に考え，判断し．こ   

れからの時代を切り拓いていく  

チャレンジ輔神旺盛なノ∴材を育  

成する。  

関連する教育法税等  
鞍育基本法  
学校教育法  
学習指導要領  
「キャリア教育推進の手  

引～l息塾生徒一人ひとり  

の勤労鼠 裁業観を育て  
るために～J平成18年  
11日文部相学者  
「高等学校におけるキャ  
リア教育の推進に関する  
詞変研究協力者会議J平  
成18年Il】二j 文部科学  
省  
山∩県穀育行政の重点取  
組事項等について「キャ  
リア教育学習プログラ  
ム」平成18年3月 山口  
県教育委員会  

r■■M●●■－－●－■■－‾1■●1日●■－－■＋－‾－‾一仙●●－‾－－－－‾‾●－●■ト●■●】‾●…■■‾■■■‾■■‾－……………－…■●………●●H…‾●‾●●■‾ 

校訓：創造・実践  t  

…社会の変化に対応できる．創造わ・実践力に富む．たく 室  
ましく心豊かな人間の育成をめざします。  

■．…．．＿．．．十．．．．【．．．＿．∴－．．－．．＿．－H．．．一＿－．＿．－】●．．｛●●●■■●■－■■●－▲一▲■■●－－■●●－●一●－●－●・■－●●●●…●●■・■・H・…・叫■・示  

教育目標  

宣○豊かな人間性と実践力に富むたくましい人間の育成 …  
…○個性を伸長し創造性豊かで主体的に生きる人間の育成 室  

平成21年疫の痛点［】標  

1分かりやすい学習指導を工夫し．掛こ応じた学力の向   

上を図る。  

2基本的な生活習惜の確立を促し，観梅意歳の高揚を登   

るとともに思いやりの心を醸成する。  

3自己の生き方を明確に考えさせるキャリア教育を推進   

する。  

4生徒一・人ひとりの心を受けll二める生徒指導・教育相談・   
進路相談の充実を図る，  

キャリア教育によって育む′lミ徒偉  

自己の在り方生き方を考え，主体的に進路選択し．その二度現をめざして努力する生徒  
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キャリア教育で身に付けさせたい力  
人間関係形成絶力（自他の理解能九 コミュニケーション能力）  

情報活用能力  （情報収集・探索能九 覇業郡薪能力）  
将来歳計能力  （役割把握・認識能力，計画実行能力）  
意思決定能力  （選択能九 課題解決能力）  

キャリア教育指導目掠  
○将来の漬菜選択に必要な能力・知識・態度やコミュニ   

ケーション能力を養うこと  

○生涯にわたって学習に取り組む意欲や態度を身に付け   

させること  

○豊かな社会を築くために積倖的に笥与する意欲や態度   

を身に付けさせること  

各学咋における指導目標  

2年総合「未来探求」   

体験的な学習や講演・見学発表会など多   
様な学習を適して．主体的に取り組む態度   

を育てるとともに．諜越設定能力を身に付   

ける。また．設定した課題の解決に向けて．   

知識・技能の碓化．総合化を図るとともに．   

自己の在り方・生き方や進路につぃて考   
察・探究し，自ら学び考える力を育む≡  

（情報収集・探索能力．課題解決能力，自他  

の理解能力，選択能Jj）  

3年総合「卒簑研究j  

多様な教科・鞘眉の選択履修によって深   
められた知識に基づいて自ら課顎を設竜   
し．その課題解決を図る学習を通して．問   

題解決能力や自発的・創造的な学習態度を   
育てるとともに．自己の将来の進路選択を   

含めて．人悶としての在り方生き方につい   

て考える。  
（計画実行能力．謀窃解決徳丸 コミュニ  

ケーション能力，役割把握・謎蔵能力）  

1年「寵妾社会と人間」  

自分史の作成や適性テスト等を通じ 自   
己理解を深め，外部講師肥よる猶潔や企   
業・学校見学を通じて社会の仕組みを理解   
する。科目適訳やライフプランの作成を通   
じて．自分の将来を考える，  

（選択能力．自他の埋解能九張菓理解能力  

情報収集・探索能力）  

その他の教科，系列における指導  
○各教科の学習を適して「生きる力」（確かな学力，豊かな人間性，健康・体力）を身に付ける。  
○様々な系列の専門学部こ直接的，剛接的に触れることにより，生徒一人ひとりが望ましい勤労艶職業捉を身に付ける。  

特別活動等   

学校行事，ホームルーム活動．課外活動や部活動などを通して．集団や社会の一員としてのコミュニケーション能九 役割把握・認識能  
力を養うとともに．目標を設定し．計何的に実行し．達成する計画実行能力を身に付ける。  

校内推進体制  

地 域   
企業▲高大連携・地域民間講師・学按評議員・マイスター活用・インタ  

ーンシップなど地域の持つ教育能力を括用し．望ましい勤労観．職美観お  

よび社会で適用するコミュニケーション能力を育成する。  

家 庭   
観師会活動やホームページ．広報括臥保護者に対する研修の呼びか  

けなどを通じ．保講書のキャリア教育に対する郡解を深めるとともに．  
家庭との一層の連携を強化する。  
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「産業社会と人間」「未来探求」「卒業研究」年間指導計画  

1年「産業社会と人間」  

9  10  11   12  1   4  亡〉  6  7  

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
発
表
会
 
 

夏
休
み
課
題
研
究
 
 
 

自分の適惟を知  

るための活動に取  

り組み，職業や総  

合学科についての  

基礎知識を身に付  

ける。  

ライフプ  

ランの作成  

を行うとと  

もに，表現  

力を身に付  

ける。   

科  

目  

選  

択  

決  

定  

自分の  

将来を考  

え，科目  

を決定す  

る－  

企業見  

学・学校  

見学に備  

える。  

2年「未来探求」  
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3年「卒業研究」  
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